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開
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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ

り
町
田
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
３
月
議
会
定
例
会

に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
、
議
長
並
び
に
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
す
が
、
責
務

の
重
大
さ
を
自
覚
し
、
市
民
の
負

託
に
応
え
る
た
め
、
対
話
の
精
神

と
市
民
本
位
の
民
主
的
な
議
会
運

営
を
基
本
に
、
住
民
福
祉
の
増
進

や
市
政
の
推
進
を
目
指
し
、
さ
ら

な
る
「
開
か
れ
た
議
会
」
の
実
現

に
、
誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
議
会
の
機
能
の
中
に
は
行
政

の
チ
ェ
ッ
ク
や
政
策
立
案
な
ど
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
住
民
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
、
市
民
の

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
ま
ず
説
明
責
任

を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
議
会
情
報
の

公
開
や
発
信
の
方
法
等
に
つ
い
て
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
よ

り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

公
明
党

○
お
く　

栄
一　
　

松
葉
ひ
ろ
み

　

山
下
て
つ
や　
　

あ
さ
み
美
子

　

上
野　

孝
典　
　

川
畑　

一
隆

　

日
本
共
産
党

○
細
野　

龍
子　
　

渡
場　

悟
視

　

池
川　

友
一　
　

佐
々
木
智
子

　

殿
村　

健
一

　

保
守
連
合

○
新
井　

克
尚　
　

白
川　

哲
也

　

吉
田
つ
と
む　
　

大
西　

宣
也

（
平
成　

年
３
月　

日
現
在
）

２８

１１
○
は
会
派
代
表
者

　

自
由
民
主
党

○
三
遊
亭
ら
ん
丈　

木
目
田
英
男

　

石
川　

好
忠　
　

渡
辺
厳
太
郎

　

松
岡
み
ゆ
き　
　

市
川　

勝
斗

　

い
わ
せ
和
子　
　

若
林　

章
喜

　

熊
沢
あ
や
り　
　

佐
藤
伸
一
郎

　

藤
田　

学　
　
　

お
さ
む
ら
敏
明

　

ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ

○
佐
藤　

和
彦　
　

森
本
せ
い
や

　

田
中
の
り
こ　
　

石
井
く
に
の
り

　

お
ぜ
き
重
太
郎　

わ
た
べ
真
実　

　

戸
塚　

正
人　
　

河
辺
康
太
郎

　

谷
沢　

和
夫

　

我
々
、
自
由
民
主
党
会
派
は
、

先
人
達
が
築
き
上
げ
て
き
た
日
本

の
伝
統
と
文
化
を
尊
び
、
市
民
や

地
域
の
声
や
想
い
を
形
に
す
る
べ

く
、
責
任
感
と
実
行
力
を
も
っ
て
、

行
政
に
対
し
積
極
的
に
政
策
を
提

言
す
る
会
派
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
国
政
・
都
政
・
市

政
が
緊
密
に
連
携
し
、
安
定
し
た

政
治
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
次
に
示
す
項
目

に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

①
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の

た
め
に
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の

整
備
と
充
実
し
た
子
育
て
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

②
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
社
会

環
境
を
整
備
し
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
公
共
交
通

の
充
実
拡
張
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

③
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
向
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充

実
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
並
び
に
文

化
の
発
展
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

以
上
、
長
期
的
な
視
点
を
持
ち
、

公
共
の
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
は
、
会
派
あ
て
に

お
気
軽
に
、
御
意
見
や
御
要
望
を

お
寄
せ
下
さ
い
。
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公
明
党
の
立
党
精
神
で
あ
る「
大

衆
と
と
も
に
」
を
原
点
と
し
て
、

公
明
党
市
議
団
は
市
民
の
目
線
で

の
取
り
組
み
を
大
切
に
、
政
策
実

現
を
す
る
会
派
で
す
。

　

６
名
の
所
属
議
員
は
、
現
場
第

一
主
義
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
要
望
や

身
近
な
政
策
課
題
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

主
に
、
①
待
機
児
童
解
消
、
②

す
く
す
く
ス
ク
ー
ル
の
創
設
、
③

乗
り
合
い
ミ
ニ
バ
ス
の
導
入
、
④
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佐藤伸一郎　議長殿村健一　副議長

就
任
の
挨
拶

を
選
出

をを
選選
出出

議

長

副
議
長

議議

長長

副副
議議
長長

　

３
月
定
例
会
で
は
、
２
月　

日
に
議
長
、
２
月　

日
に
副
議
長
の
選
挙
、
３
月　

日
に

２５

２６

１１

常
任
委
員
会
な
ど
の
議
会
人
事
の
改
選
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
伸
一
郎
議
長
（
自
由
民
主
党
）
、
殿
村
健
一
副
議
長
（
日
本
共
産
党
）
を
選
出
し

ま
し
た
。

会
派
の
抱
負

　

会
派
と
は
、
市
民
の
生
活
に
密
着
し
た
様
々
な
施
策
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
考
え
方
や
意
見
を
持
つ
議
員
同

士
の
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

文
化
芸
術
ホ
ー
ル
の
導
入
、
⑤
町

田
版
�
道
の
駅
�
創
設
、
⑥
災
害

に
強
い
�
防
災
中
核
拠
点
�
整
備
、

⑦
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
無

料
分
別
収
集
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
①
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
実
施
、
②

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
促
進
、

③
子
ど
も
の
居
場
所
の
確
保
、
④

資
源
化
施
設
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
と
民
間
活
力
の
導
入
、
⑤

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
町
田
延
伸
や

小
田
急
多
摩
線
延
伸
等
の
未
来
へ

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
議
会
公
明

党
は
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
町
田
市
を
目
指
し
て
、
希
望
都

市
ま
ち
だ
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
、
「
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ

ブ
」
は
、
５
つ
の
政
党
及
び
地
域

政
党
か
ら
な
る
議
員
９
名
で
構
成

す
る
会
派
で
す
。

　

地
方
自
治
体
の
政
治
は
、
市
長

と
議
会
の
二
元
代
表
制
で
す
。
国

政
の
枠
組
み
に
は
と
ら
わ
れ
ず
、

議
会
は
市
民
の
近
い
と
こ
ろ
に
立

っ
て
市
政
に
対
し
発
言
し
、
行
動

す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
市
政
に
対
す
る
判

断
を
も
と
に
結
集
し
、
市
民
の
目

線
、
立
場
で
考
え
、
行
動
す
る
こ

と
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

福
祉
・
教
育
・
環
境
・
人
権
・
平

和
の
５
つ
の
基
本
理
念
を
柱
に
、

人
に
や
さ
し
い
市
政
を
目
指
し
、

積
極
的
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

５
年
を
迎
え
ま
す
。
常
に
私
た
ち

は
、
被
災
地
の
た
め
に
、
被
災
さ

れ
た
方
々
の
た
め
に
、
何
が
で
き

る
の
か
考
え
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
本
分
で
あ
る
町
田
市

議
会
議
員
と
し
て
、
町
田
市
の
た

め
に
各
分
野
の
政
策
を
や
り
き
る

と
共
に
、
万
一
の
大
災
害
へ
の
備

え
を
し
っ
か
り
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。　
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国
の
消
費
税
増
税
や
社
会
保
障

改
悪
の
影
響
で
市
民
生
活
は
か
つ

て
な
く
深
刻
で
す
。
こ
の
よ
う
な

時
こ
そ
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
の

が
地
方
自
治
体
の
役
割
で
す
。

　

２
０
１
５
年
度
予
算
で
小
中
学

校
の
備
品
費
が
ゼ
ロ
に
な
る
な
ど

大
幅
に
削
減
さ
れ
る
中
、
一
貫
し

て
教
育
予
算
の
復
活
と
充
実
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
長
寿
祝
金
や
中

小
企
業
融
資
に
対
す
る
信
用
保
証

料
補
助
、
老
人
ク
ラ
ブ
運
営
費
補

助
、
障
が
い
者
施
設
家
賃
補
助
な

ど
市
独
自
の
補
助
金
や
扶
助
費
が

削
減
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

福
祉
や
教
育
、
市
民
活
動
を
支
援

す
る
予
算
は
充
実
す
べ
き
で
す
。

　

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
国
民
健

康
保
険
税
が
２
割
も
値
上
げ
さ
れ
、

保
育
料
や
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
育
成

料
の
値
上
げ
も
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
都
市
間
競
争

に
勝
ち
抜
く
た
め
南
町
田
駅
周
辺

拠
点
整
備
や
中
心
市
街
地
開
発
な

ど
の
大
型
開
発
に
は
最
優
先
で
税

金
が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
負
担
増
と
大
型
開
発
優
先

の
市
政
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
、
福

祉
、
教
育
を
第
一
に
し
た
市
政
に

転
換
す
る
た
め
が
ん
ば
り
ま
す
。
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私
た
ち
「
保
守
連
合
」
は
、
全

員
が
保
守
無
所
属
議
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
名
称
は
全
国

的
に
も
極
め
て
ま
れ
で
す
が
、
外

国
で
は
政
権
党
と
な
っ
て
い
る
国

も
あ
り
ま
す
。

　

古
き
も
の
の
中
に
伝
統
を
重
ん

じ
る
。
歴
史
、
伝
統
、
文
化
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
発
展
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

保
守
連
合
は
、
個
々
人
の
自
由

な
発
想
や
主
張
を
大
切
し
て
き
ま

し
た
が
、
過
去
、
２
年
間
で
の
主

要
成
果
は
、
以
下
の
施
策
で
す
。

　

町
田
市
は
多
大
な
財
政
負
担
が

見
込
ま
れ
る
野
津
田
公
園
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
健
康
施
策
と
財
政
収
入
拡
大

策
を
推
進
す
る
た
め
、
民
間
業
者

が
建
設
運
営
す
る
ク
ア
ハ
ウ
ス
を

提
唱
し
ま
し
た
。
関
連
の
請
願
も

議
会
で
成
立
し
、
大
き
な
展
望
が

出
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
内

で
は
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
を

握
り
、
住
宅
負
担
の
軽
減
に
関
す

る
住
民
請
願
の
成
立
な
ど
に
貢
献

す
る
機
会
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

職
員
・
市
長
の
給
与
引
き
上
げ

に
会
派
全
員
で
反
対
し
、
他
の
会

派
に
も
支
持
が
広
が
り
ま
し
た
。
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